田崎教授著 古代支那 経済思想及制度 by 馬場 誠
商
と
亡
經
濟
批
評
紹
介
田
崎
教
授
著
支
那
・
古
代
經
濟
思
想
及
制
度
馬
場
誠
『
田
崎
教
授
を
有
す
る
こ
と
は
我
校
の
誇
で
あ
る
』
と
い
ふ
言
某
が
あ
る
。
そ
れ
は
賞
に
大
正
八
年
－
田
崎
教
授
が
米
国
か
ら
踪
朝
さ
れ
た
と
き
、
山
内
前
々
校
長
が
救
迎
演
説
中
－
－
－
述
べ
ら
れ
た
一
句
で
あ
っ
た
。
『
田
崎
教
授
を
有
す
る
こ
と
は
』
既
に
『
我
長
崎
高
等
商
業
畢
校
の
誇
』
で
あ
っ
た
が
、
先
般
田
崎
教
授
が
経
済
学
者
の
名
巷
な
る
単
位
た
る
経
済
学
博
士
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
所
謂
そ
の
『
我
校
の
誇
』
を
ば
一
層
大
な
ら
し
む
る
も
の
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
！
思
出
の
多
い
自
分
の
英
狗
留
学
を
回
想
し
て
見
る
。
四
月
十
三
日
－
英
国
内
地
旅
行
か
ら
伶
敦
へ
戻
っ
た
自
分
は
他
か
ら
田
崎
教
授
の
論
文
通
過
を
電
話
さ
れ
、
誠
に
悦
ん
だ
の
で
あ
っ
た
り
編
朝
し
て
田
崎
教
授
に
商
合
し
枕
詞
を
述
べ
た
。
驚
い
た
の
は
田
崎
教
授
の
自
生
！
・
銀
光
の
し
ら
が
ー
が
非
常
に
多
く
眼
に
つ
い
た
さ
い
ふ
こ
亡
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
依
っ
て
田
崎
教
授
が
そ
の
論
文
完
成
の
た
め
、
如
何
に
そ
の
精
力
を
遺
さ
れ
た
か
ど
い
ふ
こ
亡
を
推
察
す
る
こ
と
が
出
凍
た
の
で
あ
っ
た
。
二
五
六
田
崎
殺
授
の
支
那
古
代
経
済
史
研
究
は
過
去
十
数
年
来
の
'
こ
ご
で
ゐ
る
。
近
業
『
支
那
古
代
経
済
思
想
及
制
度
』
は
農
業
は
女
性
な
り
ご
い
ふ
思
想
か
ら
出
後
す
る
ρ
序
文
に
い
は
〈
。
『
五
口
人
の
古
代
支
那
の
赴
合
及
経
済
上
に
関
す
る
研
究
の
一
に
し
て
、
業
の
土
地
及
び
農
業
伝
女
性
又
は
陰
性
さ
配
同
象
徴
す
る
思
想
上
の
特
質
が
、
自
ら
封
建
組
織
及
土
地
制
度
の
上
に
表
現
せ
ら
れ
居
る
ご
の
結
論
に
達
す
る
、
過
程
な
b
』
ご
、
ま
た
。
『
第
一
部
は
思
想
の
方
面
に
開
附
す
る
も
の
に
し
て
、
』
『
第
一
編
に
は
、
炭
く
世
界
古
今
の
原
始
的
人
民
の
有
す
る
紳
話
及
俗
信
に
、
「
地
母
」
或
は
「
穀
母
」
に
関
す
る
も
の
甚
だ
多
き
こ
ご
公
論
じ
.
且
つ
又
其
等
原
始
的
諸
人
民
間
に
於
け
る
植
物
性
生
活
資
料
採
取
の
業
に
は
女
性
が
之
に
蛍
る
か
』
市
ご
す
る
こ
ど
、
及
び
農
業
の
後
生
合
導
き
、
次
で
幼
稚
農
業
の
養
育
に
任
じ
た
る
も
の
は
主
ご
し
て
女
性
な
り
し
こ
ご
含
究
明
し
、
以
て
土
地
及
農
業
を
女
性
に
配
同
象
徴
す
る
思
想
の
後
生
す
る
所
以
な
き
に
あ
ら
ゴ
る
こ
ご
を
認
め
、
』
『
第
二
編
に
於
て
は
支
那
古
代
に
於
て
も
、
土
地
及
農
業
?
女
性
又
は
陰
性
に
配
同
象
徴
す
る
思
想
の
存
在
せ
し
こ
ご
営
研
究
し
.
先
づ
地
主
及
紳
疫
が
女
性
又
は
陰
性
伝
以
て
象
徴
せ
ら
れ
し
や
含
考
究
し
.
次
で
士
一
紳
た
る
「
赴
」
穀
紳
た
る
「
稜
」
が
共
に
陰
の
方
角
た
る
北
方
に
減
ら
れ
、
且
英
祭
壇
が
陰
性
女
性
骨
象
徴
す
る
方
形
に
迩
ら
る
ご
』
ご
、
更
に
易
の
天
防
、
地
陰
、
又
は
乾
父
、
坤
母
の
思
想
、
完
典
以
下
周
践
に
至
る
諸
漣
制
に
も
土
地
及
農
業
が
陰
性
又
は
女
性
に
配
向
象
徴
せ
ら
れ
居
る
こ
さ
子
究
明
し
、
以
て
其
等
思
想
上
の
特
質
を
認
定
し
、
以
て
第
一
編
の
主
旨
に
照
応
じ
た
り
。
』
『
第
二
部
は
組
減
及
制
度
に
開
す
る
も
の
に
し
て
、
』
『
第
一
一
編
に
は
封
建
制
度
後
生
期
の
一
耽
合
成
態
、
一
万
后
ご
群
后
、
帝
王
さ
諸
侯
さ
の
閲
係
、
』
主じ
詩
紹
介
二
五
七
商
業
主
経
済
二
五
八
『
第
二
一
編
に
は
雄
記
王
制
に
現
れ
た
る
封
建
の
概
要
及
其
土
地
制
度
、
』
『
第
三
編
じ
は
周
鵡
及
び
其
封
建
組
織
、
』
『
第
四
編
に
は
周
般
に
現
れ
た
る
土
地
制
反
を
研
究
し
、
』
『
以
て
此
等
の
組
織
及
制
反
を
中
心
ご
す
る
古
代
支
那
の
赴
合
上
経
済
上
及
び
政
治
上
の
後
展
進
化
の
概
要
を
究
明
し
同
時
に
土
地
及
農
業
?
女
性
陰
性
に
象
徴
配
同
す
る
思
想
が
其
等
の
組
織
及
制
度
の
諸
方
面
に
具
象
表
現
せ
ら
れ
居
る
こ
さ
を
認
め
た
る
も
の
、
』
『
目
疋
英
概
要
な
h
。』
ε、
こ
れ
に
依
っ
て
本
書
の
内
容
を
窺
知
る
こ
さ
が
出
来
る
さ
思
ム
。
田
崎
殺
授
は
我
校
に
在
職
せ
ら
る
〉
こ
さ
既
に
約
十
年
で
あ
る
、
従
っ
て
こ
の
大
研
究
は
本
校
に
於
て
谷
川
さ
れ
た
る
も
の
ご
務
し
で
も
大
過
は
な
い
、
従
っ
て
我
々
関
係
者
の
『
庭
事
』
之
に
優
る
も
の
は
な
い
。
銃
に
後
表
3
れ
た
商
業
率
や
経
済
的
学
に
関
す
る
論
文
に
比
絞
し
て
勝
る
ご
も
劣
る
こ
ご
の
な
い
、
立
波
な
世
、、、、、
界
的
の
研
究
で
ゐ
る
。
き
れ
ば
本
書
の
向
学
術
的
債
伯
に
関
し
て
は
論
文
審
査
委
員
が
、
『
著
者
は
其
の
カ
の
及
ぶ
限
b
汎
く
幾
百
の
典
籍
を
沙
猟
し
、
』
『
絶
倫
の
精
力
ご
抜
群
の
勉
強
さ
を
以
て
淘
汰
商
量
是
れ
局
め
、
』
『並(位向島
T
精
鳳
は
人
を
し
て
鷲
畏
の
念
を
起
す
を
禁
性
ぎ
ら
し
れ
U
る
も
の
あ
り
、
』
『
極
め
て
慌
古
一
且
英
容
に
し
て
群
書
を
読
破
し
て
眼
孔
紙
背
に
徹
せ
ぎ
れ
ば
己
ま
ま
る
の
慨
あ
り
、
』
『
未
だ
一
日
も
怠
る
こ
ご
な
く
孜
々
ざ
し
て
材
料
の
検
討
思
索
の
錬
熔
に
従
ひ
』
さ
激
賞
し
て
居
ら
る
〉
O
自
分
は
こ
の
頃
商
業
率
や
経
済
阜
の
新
刊
著
述
を
出
ポ
得
る
だ
け
蒐
集
し
、
以
て
わ
が
楽
ご
し
て
居
る
。
最
近
『
篤
事
忠
道
』
な
る
田
崎
殺
授
の
力
作
ケ
拙
文
庫
所
液
中
に
飾
る
こ
ご
を
得
た
の
は
誠
に
幸
一
服
ご
す
る
所
で
あ
る
。
以
上
世
間
の
亭
な
変
せ
ら
る
¥
人
士
に
謝
し
ザ
)
の
書
の
債
値
の
'
如
何
に
大
な
る
か
み
山
御
紹
介
す
る
た
め
、
こ
の
文
台
草
し
た
次
第
で
あ
る
。
(
大
正
十
三
年
十
二
月
十
三
日
)
「
欧
洲
の
改
造
』
人
若
し
あ
っ
て
世
界
戦
争
以
後
の
欧
羅
巴
経
済
事
情
佐
知
る
に
最
も
重
姿
な
る
資
料
は
何
ぞ
ご
悶
ふ
d
の
ら
ば
、
五
口
人
は
マ
ン
チ
エ
九
タ
I
・ガ
l
デ
ア
シ
・
コ
ジ
マ
ー
ジ
ア
Y
紙
の
附
録
『
欧
洲
の
改
造
』
十
二
慨
を
奨
む
る
に
臨
時
略
せ
な
い
R
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こ
は
剣
橋
大
手
数
授
ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
!
ナ
1
ド
・
キ
!
ン
ズ
氏
T
E
E
g
g
-仏
内
々
ロ
g
の
編
輯
に
係
る
o
大
剣
紙
数
七
百
八
十
二
、
寄
稿
者
数
買
に
二
百
四
十
一
、
悉
く
欧
洲
各
国
常
代
の
名
士
、
専
門
殺
授
の
執
筆
に
係
る
金
玉
の
文
字
で
あ
る
、
ム
匂
扱
英
語
の
外
狗
‘
仰
・
伊
・
西
の
四
ヶ
図
一
叫
聞
か
4
以
て
刊
行
せ
ら
れ
た
。
恰
か
も
白
分
が
本
邦
台
出
後
し
た
大
正
十
一
年
四
月
に
第
一
一
分
冊
が
:
:
・
一
印
し
て
其
後
毎
月
一
冊
宛
後
担七
1r-
評
.(.~ . 
;j:il 
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
:
:
:
自
分
ご
し
て
は
特
に
思
出
多
き
大
文
献
で
あ
る
。
ハ
馬
場
)
第
分
加
序
一口
編
輯
の
僻
l
l「
欧
洲
の
改
泣
』
刊
行
祝
詞
。
外
国
匁
替
問
題
欧
洲
応
替
の
安
定
l
l潟
替
原
理
及
び
『
購
買
力
平
債
」
l
l倫
敦
お
替
市
場
叙
油
l
l
外
国
鋳
替
の
先
物
市
揚
l
l
英
米
貸
借
差
額
l
l
欧
羅
巴
の
弗
伴
内
務
相
拐
さ
季
節
的
愛
勤
i
l
法
の
高
低
l
j
リ
1
ラ
局
替
l
i
馬
克
潟
替
さ
其
安
定
問
題
1
1
濁
逸
図
の
封
世
界
文
梯
勘
定
i
l
濁
泡
の
潟
替
管
理
l
i
九
カ
ン
ヂ
ナ
グ
イ
ア
局
替
l
i留
潟
お
に
就
き
て
l
l
バ
W
チ
Y
グ
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問
の
お
替
1
1
波
閣
の
局
替
i
l
来
部
ザ
'
リ
リ
V
ア
村
誌
の
貸
借
及
び
佐
川
特
l
l
総
寸
静
岡
の
潟
梓
市
揚
言
し
て
の
維
也
納
i
l
チ
エ
Y
3
・
ス
ロ
グ
ア
キ
ア
の
潟
替
関
係
l
i
探
応
尼
亜
の
お
持
・
l
l
l
勃
附
牙
剥
の
潟
芥
i
l
洪
牙
剰
の
持
持
l
i
希
阪
の
局
科
!
l
土
ヰ
笠
(
の
お
芯
i
j
令
一
供
給
の
硯
在
及
び
将
来
j
二
五
九
